
図版 17和井田遺跡
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図版 18 和井田遺跡

１号竪穴住居跡出土土器（８）
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図版 19和井田遺跡
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図版 20 和井田遺跡

２・３・４・６・７号竪穴住居跡出土土器
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図版 21和井田遺跡

７号竪穴住居跡・１・３号土坑出土土器・出土石製品
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図版 22 和井田遺跡
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１．調査区全景

　　（北西から）

２．調査区南端

　　（北上空から）

３．１・２号溝南半

　　（南西から）

図版 23成恒山ノ内遺跡



１．２号溝南半

　　（東から）

２． 3 号溝全景

　　（南東から）

３．３号溝西半

　　（南東から）

図版 24 成恒山ノ内遺跡



１．３号溝以北

　　（南西から）

２．３号溝以北

　　（北東から）

３． 東調査区全景

　　（北東から）

図版 25成恒山ノ内遺跡



図版 26 成恒山ノ内遺跡

成恒山ノ内遺跡出土遺物
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図版 27八ツ並下ノ原遺跡

７.Ⅱ区全景（南西上空から）６. １号溝状遺構土層断面（東から）

５. １号溝状遺構・１号柵跡検出状況（南から）

３. １号掘立柱建物跡柱６土層断面（東から）

１.Ⅰ区全景（南西上空から） ２. １号掘立柱建物跡（南西から）

４. １号掘立柱建物跡柱７土層断面（東から）



図版 28 八ツ並下ノ原遺跡

八ツ並下ノ原遺跡出土遺物

内面
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ふりがな ふりがな コード 北緯 東経
調査期間

調査面積
調査原因

所収遺跡名 所在地 市町村 遺跡番号 ° ′ ″ ° ′ ″ （㎡）

和 井 田 遺 跡

成恒山ノ内遺跡

八ツ並下ノ原遺跡

福岡県築上郡吉富町

福岡県築上郡上毛町

福岡県築上郡上毛町

40642

40646

40646

33°36′21"

33°34′47"

33°35′11"

131°10′13"

131°8′41"

131°9′23"

20111028 ～
　20120209

19931201 ～
　19931224

19991213 ～
　20000106

1,200

1,000

630

道路改良

所収遺跡名 種別 主な時代 主な遺構 主な遺物 特記事項

和 井 田 遺 跡

成恒山ノ内遺跡

八ツ並下ノ原遺跡

集落跡

弥生時代後期
古墳時代初頭
近世

古代

奈良時代

竪穴住居跡 7･ 土坑 4･
溝 1･ 石列 1･ 埋甕遺構 1・
ピット

溝 5・柱穴

掘立柱建物 1･ 溝状遺構 1･
柵跡 1・落ち込み状遺構 1･
ピット

土師器 ･ 須恵器 ･ 黒色土器 ･ 石製品

土師器 ･ 須恵器 ･ 瓦器 ･ 石製品

土師器 ･ 須恵器 ･ 陶器 ･ 石製品 ･ 木製品

古墳時代初頭の土器類
一括出土

奈良時代の大型掘立柱
建物 1 棟、円面硯

要約

　吉富町に所在する和井田遺跡は沖積台地の先端、低台地の西端に位置する。検出した遺構は弥生時代後期～古
墳時代後期の集落跡と近世の石列等で、主体となる時期は古墳時代初頭～前期である。竪穴住居跡は弥生時代後
期１棟、古墳時代初頭～前期６棟を検出し、古墳時代後期の土坑等も確認している。特に古墳時代前期の１号竪
穴住居跡からは、住居廃絶後に投げ込まれたと考えられる土器等が多量に出土し、町内では初となる良好な資料
を得た。また、古墳時代初頭の円形竪穴住居跡を１棟確認した。大分平野を中心に、豊前地域では古墳時代初頭
の円形竪穴住居跡が確認されており、今回は当該時期の竪穴住居跡の形態を考察する上で新たな一例を追加した
ことになる。
　上毛町に所在する成恒山ノ内遺跡は、小規模な溝数条・柱穴を検出したのみである。出土遺物から概ね古代に
掘削・埋没したもののようで、意味・用途などは不明である。
　同じく上毛町所在の八ツ並下ノ原遺跡は、丘陵の先端部に形成された台地上に位置し、近隣には上毛郡衙と考
えられる国指定史跡「大ノ瀬官衙跡｣ やその前身施設と考えられる「フルトノ遺跡｣ が位置する。今回の調査では、
奈良時代と考えられる大型掘立柱建物や溝・柵列などを検出している。特に大型建物跡は、大ノ瀬官衙跡やフル
トノ遺跡の建物跡に同方位をとるものがあり、律令時代の豊前地域の公的施設のあり方を考える上で、貴重な検
出例となった。
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